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12⽉5⽇(⽉)、⿓⾕⼤学が参画する「⽇台⼤学地⽅連携及び社会実践連
盟」の台湾６⼤学の学⻑や教育部（⽇本での⽂部科学省）からなる⽇本
訪問団が本学を来訪されました。

当⽇は、⼊澤学⻑、深尾副学⻑、久松グローバル教育推進センター⻑
への挨拶後、政策学部の⽩⽯先⽣と⾦先⽣から、本学の地域連携や社会
起業家育成に関する取り組みの紹介がなされました。

この連盟は、社会問題の解決に向けて⽇台10の⼤学により2021年に発
⾜したもので、⽇本からは「地（知）の拠点⼤学による地⽅創⽣推進事
業」（COC+事業）採択校の中で「S評価」の3国⽴⼤学（⾼知⼤学、信州
⼤学、千葉⼤学）と、地域連携事業を推進する本学が連携し、地域特有
の社会問題の解決を⽬指すものです。

⿓⾕⼤学は、⽇本と共通する社会問題を抱え、近距離で治安が良い海
外活動エリアとして、台湾と積極的に交流していく予定です。

ご報告 南華⼤学（台湾）とのオンラインワークショップを開催しました！！

12⽉17⽇(⼟)、オンラインで台湾の南華⼤学と⿓⾕⼤学を
つなぎ、お互いのキャンパスライフをテーマに英語で交流す
るワークショップを、教学部・教学企画部・グローバル教育
推進センターの協⼒のもと開催しました。

南華⼤学は、台湾仏教の宗派「佛光⼭」が運営する仏教系
の私⽴⼤学で、本学とは2017年から国際交流⼀般協定を締
結しています。

南華⼤学の林 聰明 学⻑、本学⼊澤 崇 学⻑のご挨拶を冒頭
にいただき、ワークショップではオンラインで双⽅の⼤学を
つなぎ互いの⼤学の授業の内容や仏教との関り、SDGsなど
の取り組みについて話し合い、交流を深めました。

また、本ワークショップは、⿓⾕IP(Ryukoku Inventive
Program)「⿓⾕⼤学だからこその3キャンパス共通オンライ
ン授業」 の⼀環として開催しました。

ご報告 ⽇台⼤学連盟 台湾訪問団が来訪されました！！

ご報告 起業家的思考から⾃らをアップデートするプログラム”TURN THE
TABLES”を開催しました！！

起業家の視点や考え⽅を学び取り⼊れ、⾃分をアップデートするプログラム、
”TURN THE TABLES”を開催しました。

11⽉9⽇(⽔)に株式会社Happy代表取締役の⾸藤 義敬 ⽒をお招きし、社会の課題を
事業に結びつけていく課題解決型住宅のストーリーをお話しいただきました。

また、当初は宇多野ユースホステルでの合宿を予定していましたが、感染拡⼤等
の事情で、12⽉4⽇(⽇)の短期集中型のワークショップを実施し、受講⽣11名に「社
会起業家の思考法」を体感いただきました。



お知らせ 1⽉のRECの活動

 12⽉27⽇(⽕) 1⽉27⽇(⾦)配信スタートの「⿓⾕オンライン講座」申込み開始
 1⽉11⽇(⽔) 第34回 新春技術講演会「⾒えないものが未来を拓く〜5Gと微⽣物〜」

会場：①⿓⾕⼤学瀬⽥キャンパス RECホール（定員100名程度）
②特設サイトでのLIVE配信

 1⽉26⽇(⽊) 第5回 REC BIZ-NET web研究会＆りそな中⼩企業振興財団 技術懇親会
「中国の⾷と農にいま何が起きているのか？」

No.179
REC News Letterは毎⽉発⾏。次回は1⽉25⽇頃発⾏します。

※バックナンバーは下記よりご覧ください。
https://event.rec.seta.ryukoku.ac.jp/news_letter-3/
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・REC滋賀 RECホール（内線7744）
・REC京都 4号館2階（内線1193）

ご報告 びわ湖の⽇滋賀県提携 ⿓⾕講座「びわ湖の楽しみ⽅」の第3回を開講
しました！！

12⽉3⽇(⼟)、びわ湖の⽇滋賀県提携 ⿓⾕講座「びわ湖の楽しみ⽅」の第3回を社会
学部の髙⽥ 満彦 教授を講師に開講しました。

「びわ湖を紐解く。−びわ湖を渡るモノ・⼈・⽂化−」と題して、歴史という時間軸
をもって、びわ湖が果たしてきた役割を考え、その意義について紐解いていただきまし
た。約90名の申込みがあり、歴史的観点からびわ湖の役割を知るという点で、受講者
からはあらためて琵琶湖に対して興味・関⼼を持つ機会になった旨のご意⾒がありまし
た。

また、当⽇は、講演終了後に、昨年から始まった環境保護に関わる市⺠団体や企業な
ど、⼤勢の市⺠が参加する「びわ湖100地点環境DNA調査」の結果が⽣物多様性科学研
究センター⻑である先端理⼯学部の⼭中 裕樹 准教授から紹介されました。

（参加者からの主なご意⾒）
・「琵琶湖があったからこそ⾈によって対岸のどこへでも⾏けた。」というのはとて

も⼤切な視点だと思いました。とても印象的でした。
・琵琶湖の歴史的な物流機能の勃興・衰退や、⽣態系のモニタリングについて理解を

深めることができました。
・琵琶湖から歴史・経済・⽂化の発展、また⿂のＤＮＡ解析技術を初めて知ることが

でき、今後、様々な分野での利⽤、⼈類の発展に寄与する技術、新たな時代の到来を
感じうれしく思いました。

ご報告
みやこ

京カレッジ 公開講座「僧侶はなぜ夢を記録したか？-『明恵上⼈夢
記』の宗教世界 -」を提供しました！！

12⽉12⽇(⼟)、「京（みやこ）カレッジ ⼤学リレー講座（⼤学コンソーシアム
京都主催）」において、⿓⾕⼤学として公開講座を提供しました。

この講座では「僧侶はなぜ夢を記録したか？−『明恵上⼈夢記』の宗教世界
−」と題し、⽂学部の野呂 靖 准教授にご登壇いただきました。

132名の受講⽣が参加した講座では、鎌倉時代の僧で⽣涯にわたり夢の記録をつ
けつづけたことで有名な明恵上⼈にスポットを当て、その記録に書かれた明恵が
⾒た多彩な夢の情景とともに、仏道修⾏にかかわる重要な「夢想」について語ら
れました。ユニークなイラストを使って軽快な⼝調で分かりやすく紹介される野
呂先⽣の講座に、受講⽣は終始聞き⼊っていました。


